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９月２３日（日）大阪労連女性部第２３回定期大

会を開催しました。大会には、１０単産・８地区

協、全体で７８名が参加しました。大会スローガ

ンに『憲法を生かして、ジェンダー平等を！原発

ゼロで安全な日本を！』かかげ、代議員の満場一

致で 2013 年度方針が採択されました。 

 また今大会で、14年間と長きにわたり大阪労連

女性部長として女性部運動を支えていただいた土

田さんが部長を退任され、新たに大阪労連から鈴

木さんが部長となりました。 

 大会には、大阪労連菅事務局長から挨拶をいただき、来賓挨拶では大阪母親大会連絡会植田晃子

委員長と日本共産党府委員会から太田いつみ副委員長から挨拶をいただきました。その中で、菅事

務局長は「原発ゼロということを国民は一番望んでいる。福島で帰れない方が多くいる。問われて

いる。消費税の増税が引き上げられるまでに２回の国政選挙がある。ここで消費税を引き上げない、

オスプレイを飛ばさない、原発ゼロをかかげて闘う。その時に問題になるのが橋下維新の会。いろ

んな条例が市で通されているが、それが府にも広げようとしている。文句を言う人、こうしたらと

言う人、労働組合をどんどんつぶしていくことがねらい。」また太田副委員長は「民主党に政権交代

を託した国民の願いはことごとく裏切られてきました。どの分野でも自民党以上の悪政が進んでい

る。政府自身が無法な解雇をすすめ、女性差別の問題も ILO では厳しい指摘を受けている。世界水

準から大きくかけ離れた女性の地位向上を求めてたたかっていることに敬意を表します。維新の会

の市民施策を切り捨て、公務員を攻撃。従軍慰安婦の強制連行はなかったという橋下市長の誤った

発言の垂れ流し。この強権・独裁政治を全国に広げてはなりません。」植田委員長は「世界は男女平

等について劇的に前進している。朝日新聞でフランスのオランド政権が女性閣僚を半分にした。女

性閣僚の３人が紹介されていた。これを読んで本当に感動しました。これが世界の流れ。日本は逆

行している。誰もが安心して働き、子育てしていける社会に。皆さん、学習しましょう。母親大会

は学習の場。気楽に参加して学習してください。ご一緒にがんばりましょう」それぞれが今の野田

政権や橋下「維新の会」が推し進める悪政に対しての熱い思いを述べられました。 

 午後の開催前には争議団紹介があり、ダイキン工業雇い止め争議団・ＪＡＬ不当解雇撤回争議団・

生協労連オレンジコープ解雇争議団や青年部から訴えがありました。 



大会発言より 

大教組 橋下のもとで教育基本条例が可決され、ひどい

ことになっている学校現場。さらにひどくなるだろうな

ということで紙芝居を作りました。７人でやりますので

どうぞよろしくお願いします。「第１話 警備員さんがい

なくなった」「第３話 職員室に先生がいなくなった」「第

５話 体育の時間に先生がいなくなった」「第７話 ３組

の担任がいなくなった」「第８話 学力テストの日」「第９話 ２組の担任もいなくなった」「第１０話 そ

して誰もいなくなった」 

大阪市内地区協 橋下市政になって２４人の公募区長が決まった。各行政区は区長に申し入れにいって

いるが、初めは「ぜひ来てください」と言っていたが、しょうもないことを言ったあかんということで

ストップがかかった。教育に関することを言います。日替わりメニューで攻撃されている。政治活動な

どを外でしたらいっぺんで仕事を奪われる事態。以前は橋下だけ、教育委員会だけを相手にしていたら

よかったが、今は橋下が２４人いるようなもの。区長が各学校に協議会を作り、その代表に校長はなれ

ず、当該学校関係者もなれない。そして区長が教育委員会の理事になる。橋本の思い通りのことが進め

られる。こないだは教育委員会は週初めに学力テストは公表しないとなっていたのに、橋下市長が教育

委員会に文句を言うのじゃなくて突然プレス発表で「そんなこと言ったら来年度予算をカットする」と

言ったために新聞に載った。だから教育委員会はすごく怒っているが予算が削られては困るから翌週に

「公表する」に変更になった。あたかも私たちがまちがっているようなことにされる。一事が万事損な

やり方で通している。秋の大運動を始める。地域での子育ての輪をつないでいこうと署名活動や小集会

をしていこうと始めている。 

年金者組合 この春から夏に掛けて女性高齢者の全国実態調査を行いました。５万ちょっとの女性組合

員のうち１８４８１名の回答。調査の結果は、家族構成は、一人暮らしの女性が約２５％。女性の方が

長生きするので高齢になったら１／４が一人、夫婦だけの人が４０％。圧倒的多数の高齢者が暮らしが

大変になっている。３４％が国民年金。厚生年金の受給者も４０年勤めて１０万円程度。一人では暮ら

していけない、子どもたちと一緒じゃないとくらせないという状況。９月２１日は衆議院会館で国会議

員の方に税と社会保障の一体改革の学習会を行った。午後からは厚労省に要望書の回答を求めて要請行

動をした。年金者組合２０年経つが、こんな取り組みは初めてだった。議案書に書かれている物価スラ

イド制で、受給は引き下げられて、掛け金は上がっていくことについて、やめてほしいというと「継続

審議になっている」と言われた。「継続審議でなく廃案を」要求してきました。高齢者の実態調査で月１

０万でどう暮らしたらという声があがっていると訴えると、「高齢者は優遇されている」と返事されて腹

が立った。全国から来ている皆さんは市や県に訴えたら「国に言ってくれ」と言われてきているのにみ

んな怒りをぶつけて元気な取り組みになった。毎年春と秋に仲間づくり月間をつくって拡大に取り組ん

でいる。２０年で全国で１０万人になったからこういう取り組みができた。大阪で１万人をめざしてい

る。皆さん退職されたら年金者組合に入ってほしい。 

自治労連婦人部 全労連女性部の「選択制夫婦別姓」についてのアンケートの取り組みと「つぶさない

でクレオ」の取り組みを報告します。全労連女性部の夫婦別姓についてのアンケートを自治労連婦人部

も取り組み、私たちは世論づくりが大切だから男性にも広めようと全職員に向けて配布しましたアンケ

ート調査では、夫婦別姓２７枚、通称使用２５枚、夫と同姓４５３枚、回答なし１２枚でした。姓が変

わると通帳などの変更が大変、結婚、離婚で姓が変ると仕事に関係ないのにいろいろ詮索される、評価

が低くなるなどの訴えがありました。でも中には、姓を変えられるのは女性の特権という意見もありま



した。橋下大阪市長はクレオ５館を廃止し、女性センターが行っていた事業の縮小、とりわけ相談窓口

を役所に置くということを発表しました。大阪市男女共同連絡会に参加している女性団体が集って「つ

ぶさないでクレオおおさかの会」を結成。私たち自治労連婦人部は「つぶさないでクレオ」に結集して

ランチタイム集会や市役所前宣伝に取り組みました。８月２１日に橋下市長が記者会見で慰安婦という

人たちが日本兵に脅迫を受けて連れてこられたというが証拠はない、もしそういうことがあったという

なら韓国の皆さんに申し出てもらいたいという発言に対して、大阪労連の提起に応え発言の撤回と謝罪

を求め強く抗議しました。１０月２７日のおおさか女性行進にも積極的に取り組みます。 

全国一般女性部 女性センター総会を６月に箕面で開催した。昨年のダブル選挙

で「橋下シアター」というのを作った。その女性センターの総会では第３弾を発

表。国政進出編というのを作った。かなり練習をしてカラのダンスも練習して大

盛況だった。いろんな方と話して台本を送ってくれとも言われた。 

単組は医療労組おおさかです。パートで非正規で働いている。８月に９月末の

契約更新はしないといきなり言われた。労組に相談しているが、まだ回答がない。

何の問題があったか考えると、「旧姓使用」のことがある。旧姓使用を認めてほし

いと言っていたら、理事長から配置換えすると１月にいわれ、不当労働行為だと

訴えて納得のいかないまま８月に契約解除を申し渡された。今後、闘っていこう

と思うので皆さんの支援をよろしくお願いします。 

福保労 普段のストレスを解消しようと「アロマの講習会」をし、癒しの時間を過ごしてすごくリフレ

ッシュしました。選挙がんばったが、その後ストレスがたまりにたまっている今日この頃です。私は大

阪市の支部なので橋下市長にはいじめを受けている。地域の福祉をどんどん切り崩している。今まで地

域のところで自治会とか地域の高齢者の方に食事サービスとかやってきた小さいことをどんどん削減し

ているのが現実。保育所にも次から次に攻撃がかかっている。公私間是正制度がいきなり廃止。民間の

保育園にとって予算が削られるのは先生の給与が削減されること。１歳児の特別対策費があり６対１と

いう国基準より高い５対１だったが、それも廃止。面積基準も１歳児もゼロ歳児も全部１．６５になっ

た。詰め込めるだけ詰め込めということに。維新の会に一部の政党を除いてみんなすぐ賛成する。一生

懸命やってもやっても通らない。直接維新の会の議員さんに話をしにいったら、結局適当な対応をされ

た。署名活動の準備をしていると、入所基準の点数化を提案してきた。目的は保育を本当に必要、まあ

まあ、必要じゃないに線引きするのが目的。６５点の人が保育園にいて６４点の人が待機してたら６５

点の人をやめさせて６４点の人を入れると言っためちゃくちゃなことを言ってきた。大阪市に対しては

明確な３点のわかりやすい署名を作った。継続審議となったので積み上げていきたいと思います。無認

可保育園に預けて子どもさんが亡くなったという痛ましい事件があった。支援の物販に取り組んでいま

すので、ご協力ください。 

堺労連 堺労連女性部では６月に各単組の代表者をまねいて交流しています。１２月にはコンサート。

これは争議の支援を深めるためのもの。３月は平和学習を取り組んでいる（ここ最近はできていない）。

１２月のこころのコンサートの取り組みについて。１０年前の初芝学園の幼稚園部が廃園になることに

対して、そこで働いていた河野さんがケイワン障害になって争議されたことへの支援に立ち上がろうと

始め現在もいろいろな争議の支援をしています。このこころのコンサートも女性部だけでなく、歌声の

人たちにもよびかけて、昨年度から実行委員会形式にし、２６０人の参加で成功をおさめました。今年

は１０回目のコンサートを開催します。また、プレ企画を行った。ダイキンの支援のためにもっと広げ

ようと言う取り組みで７３人の方が参加。こころのこもった集会になった。女性部と歌声、踊りの会、

若者一人も実行委員に加わってくれた。シャンソンあり、コーラスあり、日本舞踊あり、河内音頭有り。



ある日突然首を切られるのが日常茶飯事になっている。このコンサートをもっと広げていこうと思って

いる。堺の女性部も先細りになっているが、８月に参加している女性部にアンケートをした。４〜５枚

しか返っていないけれど、女性部はないけどたくさんの女性がいる組織もあったりして、もう一度組織

をつくり、次につないでいけるよう頑張っていきたいと思っています。 

大阪自治労連・八尾市職労 最低賃金引き上げ、男女の賃金格差の是正について取り組みました。ひと

言カードにも取り組み労働局に提出。７月３１日の労働局前の座り込みの時にタペストリーにして活用。

また、最賃シールに取り組んだ。母性保護講師団を読んで学習会。晩婚化、第１子の出産年齢の高齢化

は低賃金もある。最賃の引き上げが大切ということも訴えた。大阪では８００円になった。全国平均を

上回る回答は皆さんの運動の成果だと思う。ただ、生活保護より１円低く、時給１０００円を目指して

頑張りたい。公務の現場でも２５％以上が非正規になっている。実際はもっと多い。公契約の問題の法

制化に向けた取り組みもしている。がれき処理のところとかで法制化されていることもあるので、それ

もめざしたい。若い人が権利を知らない現状があり、不妊、流産などもある。若いうちに生休の取得促

進にも取り組みたい。労働者として団結して頑張っていきた 

自治労連・大阪市役所組合 大阪市の市政の問題については色々発言で出てきましたが、職場の中では

カメラとかで顔が出るとまずいような状況。気持ちの面でしんどくなってきている。組合事務所の裁判

の話。職場の中では誰がいつどこで見られてるか、昔の治安維持法みたいな状況。橋下批判はできない。

公益通報というチクリの制度がある。本当に言いたいことが言えない状況です。市労組も職場でビラを

まくが、時間外にまいても机の上にある状況でも嫌やという状況。声をかけられた青年に何か危害があ

ったら嫌やというような状況。ただ、この間全国からたくさんの支援をいただいた。市役所の前で朝ビ

ラをしてきた。本当にたくさんの方にきていただいて、整然とビラをまいた。正しいと確信できた。一

人組合に入ってくれたことも聞いている。２月にあった思想アンケート。随分出すかどうするか悩んで

対応した。処分をちらつかせるので多くの人が自分自身の良心と照らして悩んだ。５５名の原告で１１

０名の大弁護団で提訴しました。署名や物販にご協力をお願いします。全国の皆さんに支えてもらって

闘っていきたい。組合事務所の裁判も思想アンケートの裁判も闘っていきたいと思います。 

医労連 医療の現場について、救急医療の予算を削られるということで、病院がなくなるというのは、

どなたでも関係することなので署名をお願いします。一年に１回できる府交渉で問いただしたが、まと

もな返事がない。うちの病院でも過酷な労働になっている。そこらへんも改善してほしいとナースウェ

ーブ、ドクターウェーブなどに取り組んでいる。京橋、大阪城公園、難波でも署名に取り組んでいる。

女性部の取り組みで、バスツアーをしている。今年は福井原発に行ってきた。介護職場は女性が多いが、

権利を知らない方が多いので、伝える活動をしている。 

まとめ 今年は維新の会の問題が大きかった。大阪府下だけでなく、日本全国に広がるのはえらいこと

やなと思う。どれだけ多くの人にあの人たちのやっていることがおかしいということをわかってもらう

かが、大切。職場も周りも大変だけど一歩踏み

出す勇気が大切。女性はいのちとくらしと人権

を男女平等を握って話さない、女性達のたたか

いに励まされました。この一年選挙も含めて大

変だけど、やっぱり学習を基礎にみんなで運動

し、やっぱり法律を変えるということが大切。

国際基準に見合った法律とはなんなのかという

ことをみんなで学んでいけたらと思う 


